
の し ろ 市 議 会 だ よ り
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市 政 を 問 う市 政 を 問 う一 般 質 問

■質
第
１
庁
舎
改
修
費
、
備
品
費
等
の
情
報
提
供
に
違
和
感

が
あ
る
。
当
局
に
都
合
の
よ
い
数
値
を
あ
ら
わ
し
、
事
業
費

を
上
げ
る
印
象
を
与
え
る
。
市
長
は
事
務
方
か
ら
情
報
の
出

し
方
の
報
告
を
受
け
て
い
る
か
。

■答
こ
れ
ま
で
事
業
費
等
の
検
討
状
況
は
随
時
説
明
す
る
よ

う
に
努
め
て
き
た
が
、
中
に
は
推
計
値
や
他
市
の
事
例
等
か

ら
想
定
し
た
金
額
等
を
用
い
ら
ざ
る
を
得
な
い
項
目
も
あ
り
、

備
品
費
等
に
つ
い
て
は
、
庁
内
で
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
見

直
し
が
必
要
と
な
り
、
改
め
て
説
明
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

■質
９
月
は
が
ん
征
圧
月
間
。
上
半
期
の
取
り
組
み
状
況
を

伺
う
。
ま
た
、
が
ん
検
診
受
診
率
は
目
標
50
％
の
一
方
で
現

在
20
％
前
後
で
あ
る
。
今
後
、
具
体
的
な
成
果
目
標
の
も
と

で
の
活
動
に
な
っ
て
い
く
か
。

■答
無
料
ク
ー
ポ
ン
対
象
検
診
の
拡
大
や
が
ん
検
診
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
実
態
に
即
し

た
目
標
値
を
掲
げ
て
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
適
切
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
受
診
率
算
定
方
法
の
国
・
県
の
動
向
も

注
視
し
な
が
ら
、
24
年
度
の
「
の
し
ろ
健
康
21
計
画
」
見
直

し
作
業
の
中
で
、
目
標
値
や
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項
を
再

検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

合
併
特
例
債
が
期
限
延
長
さ
れ
た
時
の
対
応

○

特
例
債
活
用
で
一
般
財
源
の
持
ち
出
し
を
な
く
す
こ
と

庁
舎
整
備
に
お
け
る
情
報
提
供
の
あ
り
方

が
ん
検
診
受
診
率
ア
ッ
プ
の
促
進

安岡　明雄
（市民の声）

■質
防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
沿
岸
地
域

の
対
策
を
。
防
災
行
政
無
線
の
設
置
や
、
多
く
の
利
用
者
が

集
ま
っ
て
い
る
福
祉
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
集
中
す
る
地

域
の
災
害
時
の
対
策
は
。

■答
防
災
行
政
無
線
が
未
整
備
の
能
代
地
域
は
、
今
年
度
中

に
実
施
設
計
を
行
い
、
27
年
度
ま
で
の
完
成
を
目
指
し
た
い
。

落
合
地
区
の
津
波
対
策
と
し
て
、
山
本
組
合
総
合
病
院
や
秋

田
し
ら
か
み
看
護
学
院
へ
の
一
時
避
難
や
向
能
代
小
学
校
方

向
の
高
台
へ
の
避
難
の
周
知
に
努
め
た
い
。
各
施
設
管
理
者

へ
は
、
市
の
避
難
準
備
情
報
で
避
難
を
開
始
す
る
よ
う
周
知

し
て
い
る
。

■質
子
ど
も
手
当
改
正
は
総
合
的
な
子
育
て
支
援
策
拡
充
の

議
論
を
行
わ
な
い
ま
ま
の
現
金
給
付
の
削
減
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
本
市
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
は
。
市
支
援
策
と
し
て

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
拡
充
を
。

■答
23
年
６
月
に
支
給
し
た
対
象
児
童
で
見
た
場
合
、
今
回

の
子
ど
も
手
当
特
別
措
置
法
の
成
立
に
よ
り
、
22
・
２
％
の

児
童
が
増
額
、
77
・
８
％
の
児
童
が
減
額
と
な
る
。
子
ど
も

の
医
療
費
無
料
化
拡
充
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
な
財
政
見
通

し
の
中
で
毎
年
多
額
の
一
般
財
源
を
充
当
し
て
い
く
こ
と
が

可
能
か
な
ど
を
慎
重
に
見
き
わ
め
た
上
で
判
断
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
介
護
保
険
制
度
に

防
災
対
策

子
育
て
支
援
策
の
拡
充

菊地　時子
（日本共産党）

■質
災
害
発
生
時
、
被
災
者
支
援
に
必
要
な
情
報
を
一
元
管

理
す
る
「
被
災
者
台
帳
」
を
作
成
し
、
罹
災
証
明
書
の
発
行

や
義
援
金
の
交
付
な
ど
の
管
理
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
被
災
者

支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
べ
き
。

■答
大
規
模
災
害
に
備
え
て
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
こ
と
は
危
機
管
理
上
有
益
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
シ

ス
テ
ム
導
入
時
の
サ
ー
バ
ー
構
築
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
の
際

に
一
定
の
専
門
知
識
や
業
者
委
託
が
必
要
で
あ
る
こ
と
や
、

定
期
的
に
職
員
の
訓
練
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
課
題
は
あ

る
が
、
先
進
地
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

■質
大
規
模
災
害
発
生
時
に
、
建
物
の
耐
震
性
の
確
保
だ
け

で
な
く
、
食
料
や
生
活
必
需
品
な
ど
必
要
物
資
の
備
蓄
、
ま

た
ト
イ
レ
な
ど
衛
生
面
で
の
問
題
も
含
め
、
十
分
な
防
災
機

能
を
備
え
る
べ
き
。

■答
災
害
時
に
備
え
て
各
小
・
中
学
校
の
避
難
所
と
し
て
の

機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
非
常
用
発
電
機
や
投
光
器
、
毛
布

等
の
最
低
限
の
備
蓄
は
進
め
た
い
。
災
害
用
ト
イ
レ
シ
ス
テ

ム
の
導
入
な
ど
今
後
の
学
校
施
設
の
防
災
機
能
の
強
化
に
つ

い
て
は
、
市
の
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の
中
で
国
の
補
助

制
度
等
も
考
慮
し
な
が
ら
、
改
め
て
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策
定

○

防
災
教
育

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入

学
校
施
設
の
防
災
機
能
強
化

渡辺　優子
（ 公 明 党 ）


